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■ 準備委員長挨拶 

コロナ・パンデミックの記憶が薄れつつも、ハンタウィルスやエボラ出血熱などの発生をみると、

現在も世界的な規模の感染症の恐ろしさは続いています。また、紛争による世界経済の不安定化によ

り、精神的健康度の低下やそれに関係する身体変調のおそれは減りそうにありません。 

このように増していく世界情勢の複雑さによって、人々の心と健康は不安定な世情から強い影響を

受けているのが事実です。しかし、このような混沌とした時代だからこそ、私たちは社会の変化に柔

軟に対応し、人々の生活に密接に関連した、現代社会への訴求力ある健康心理学を探求していく必要

があります。 今回の大会テーマとしては「ヘルスサイコロジーの“新世界”（A New Era in Health 

Psychology）」と掲げ、健康のための心理学であることを存在理由として、境界や領域に囚われない

メタ認知的な視点で健康心理学の進む道を模索したいと思っております。また、このテーマには「ふ

だん生活と健康」という隠れた副題もございます。健康に関する報道や広告、エンターテイメントが

溢れている現代においては、身近で親しみのある日常の暮らしや、食・運動といったさまざまな楽し

みと健康の関連について叡智を示していく姿勢が求められています。その一環として、今大会では、

食品会社の立場から目指す健康を主題にした招待シンポジウム、あらゆる年代層が日常的に楽しめる

身体活動としてのダンスと心理学についての拡大シンポジウム（ダンス医科学会との共催）の準備を

進めております。その他にも数多くのシンポジウム、ワークショップ、ポスター発表が行われます。

これらはひとえに会員の皆様の日頃の研究・実践の成果発表に帰するところでありますが、可能な限

りエントリーされる方々に発表の機会を得ていただくよう努めてまいります。 

国内国外からに関わらず、現在多くの人たちが大阪を、関西を、訪れています。その分、以前にも

増して艶やかで活気ある街となり、食も衣も景色も元気さで溢れた「ふだん」を示しています。開催

校の大阪人間科学大学はその関西の秋を楽しむには好立地にあります。学会参加を通して、研究に、

余暇の楽しみに、時間を使っていただければと願っております。多数の皆様のご参加をお待ちしてお

ります。 
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【1】大会概要 

会期：2026 年 11 月 21 日（土）〜 22 日（日） 

開催方法：対面開催 

会場：大阪人間科学大学 庄屋学舎（大阪府摂津市） 

準備委員長：大野太郎（大阪人間科学大学） 

大会 HP：https://healthpsychology2026.com/ 

【2】行事 

一般研究発表（ポスター発表）、会員企画シンポジウム、ワークショップ、懇親会（大会 1 日目夕

刻）。このほか、大会企画プログラムを予定しています。詳細は大会 HP にてご案内します。 

【3】主なスケジュール 

参加申込ならびに各発表の申込期間は、次の通りです。 

 

区分 項目 期間 

発表 発表申込・抄録提出 7 月 1 日（水）〜 8 月 7 日（金） 

参加 早期申込（参加費割引あり） 7 月 1 日（水）〜 9 月 30 日（水） 

 通常申込 10 月 1 日（木）〜 11 月 22 日（日） 

【4】大会諸費用 

 

会員区分 早期 通常 

会員・準会員（院生含む）・賛助会員 7,000 円 8,000 円 

学部生（会員・非会員問わず） 1,000 円 1,000 円 

非会員（院生含む） 8,000 円 9,000 円 

【5】参加申込手続き 

1. 今大会での参加申込ならびに発表申込は、Web システム「らくらくカンファレンス」で受け付け

ます。第 39 回大会 HP から「らくらくカンファレンス」にアクセスし、アカウントを取得のうえ、

各手続きに進んでください。 

2. 大会参加費は、クレジットカードまたは銀行振込にてご納入ください。 

https://healthpsychology2026.com/
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【6】発表申込 

発表全般について 

発表・報告において、個人または所属機関等の宣伝や侮蔑的な表現を用いることは慎んでくださ

い。また、研究内容や発表方法に関して倫理的問題がないことが前提となります。 

＜1＞一般研究発表（ポスター発表） 

現地でのポスター発表形式です。大会抄録集（Web 公開）への抄録掲載と当日の発表の 2 条件を

満たすことが公式発表の要件となります。掲示会場や在席責任時間、ポスターの掲示方法等の詳細

は、大会 HP および 2 号通信にてご案内します。 

優れたポスター発表に対しては、学会役員および編集委員の投票により優秀発表賞を授与します。 

＜2＞会員企画シンポジウム 

日本健康心理学会会員の自主企画によるシンポジウムです。抄録原稿の事前提出と当日のシンポジ

ウム開催が要件となります。シンポジウムは 90 分・対面形式で開催します。日時指定はできませ

ん。 

発表者・企画者の資格 

1. 一般研究発表の筆頭発表者およびシンポジウムの企画者は、申込時に正会員であることが必要で

す。なお、一般研究発表の筆頭発表者となるのは 1 人 1 回に限ります。 

2. 共同発表者は、正会員でなくてもかまいません。ただし、共同発表者も大会参加費の納入が必要

です。 

3. シンポジウムのシンポジスト・指定討論者は、正会員であることを必須としません。 

4. 準会員は、筆頭発表者が正会員の発表において連名発表者となることができます。ただし、準会

員はシンポジウムの登壇者（シンポジスト・指定討論者）になることはできません。 

5. 学生会員（学部生）は、一般研究発表の発表者、およびシンポジウムの登壇者（シンポジスト・

指定討論者）になることはできません。 

6. 現在正会員でない方が筆頭発表者またはシンポジウム企画者を希望される場合は、7 月 24 日

（金）までに学会事務局へ正会員の入会申請をしてください。 

7. 筆頭発表者、シンポジウム企画者になられる予定の正会員の方は、2026 年度の年会費を納入済み

であることが必要です。 

8. 一般研究発表の発表者（共同発表者を含む）、ならびにシンポジウムの登壇者（企画者・シンポ

ジスト・指定討論者）として申し込まれた方は、大会参加費を 9 月 30 日（水）までにお支払いくだ
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さい。非会員の方は、非会員の大会参加費をお支払いください。参加申込・お支払いが確認できない

場合、発表が取消になることがあります。 

【7】広告掲載および協賛のご案内 

大会におきまして参加者全員に配付する「日本健康心理学会第 39 回大会プログラム集」への広告

掲載、そして協賛を賜りたく存じます。詳細と申込方法につきましては、近日中に大会ホームページ

上に掲載する予定です。何卒宜しくご検討のほどお願い申し上げます。 

 

【8】お問い合わせ先 

大会に関するお問い合わせ 

日本健康心理学会第 39 回大会準備委員会 事務局 

〒566-0012 大阪府摂津市庄屋 1 丁目 12-13 大阪人間科学大学庄屋学舎 

E-mail：health2026@kun.ohs.ac.jp 

 

学会入会・会員情報変更・年会費等に関するお問い合わせ 

一般社団法人 日本健康心理学会 本部事務局 

E-mail：jahp@pac.ne.jp 

 


